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月経以外の出血が心配な方へ 

不正出血(AUB: ABNORMAL UTERINE BLEEDING)は、子宮に異常がある場合

とそうでない場合に大別されます 

 

 月経以外の出血（不正出血、異常子宮出血：AUB）は、子宮や卵巣に病気がある場合

と、ホルモンバランスの変化などが原因の場合があります。 

 子宮筋腫や子宮がんなどの病気がなく、妊娠に関連した異常（子宮外妊娠や流産など）も

認められない場合には、排卵の異常による出血が原因となることがあります。しばしば「ホ

ルモンバランスの乱れによる出血」と説明されることもあります。このような出血は、卵巣

の働きが不安定な思春期や更年期に比較的多くみられます。 

 ただし、更年期以降の不正出血では、子宮筋腫や子宮頸がん、子宮体がんなどが隠れてい

ることがあります。また、病気があっても一度の検査では診断がつかない場合もあり、必要

に応じて検査を繰り返すことがあります。 

思春期など若い女性の機能性子宮出血の特徴 

 初経後数年間の不正出血の多くは、卵巣機能がま

だ成熟していないことによる無排卵周期が原因です。

この年代では、子宮筋腫や子宮がんはまれです。一

方で、以下のような状態との区別が必要な場合があ

ります。 

①子宮や腟の先天的な異常、②外傷などによる出血

③予期しない妊娠 ④子宮外妊娠や流産などの異常

妊娠 など 

 診察では、まず出血の状況や伴う症状について詳

しく確認します。内診が難しいこともあるため、必

要に応じて、 

 腹部超音波検査、MRI検査、血液検査（貧血、ホ

ルモン検査、凝固異常の確認）などを行います。 

 無排卵周期が疑われる場合には、排卵の有無を確認するため、基礎体温の測定をお願いす

ることがあります。止血目的でホルモン剤を一時的に使用する場合があります。 

更年期女性の機能性子宮出血の特徴 

 更年期では卵巣機能の低下に伴う無排卵周期が原因で不正出血が起こることがあります。

しかし、年齢とともに、子宮筋腫、子宮内膜ポリープ、子宮頸がん、子宮体がんなどによる

出血の頻度も高くなります。 

 そのため、不正出血がある場合には、内診、経腟超音波検査、子宮頸部細胞診、必要に応

じて子宮内膜細胞診や組織検査などの検査をおすすめします。 

とりわけ閉経後の出血は、少量であっても疾患による出血の可能性があるため、婦人科を受

診してください。 


